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[1] フィボナッチ数列 {Fn}n∈Nとは，F1 = 1, F2 = 1,

Fn = , (n ≥ 3)

で定まる数列であり，各項 Fnは n番目のフィボナッチ数といわれる．

数列 {Fn}n∈Nの最初の 20項を書いてみると，以下の様になる：

1, 1, 2, 3, 5, 8, 13, 21, 34, 55, 89, 144, 233, 377, 610, 987, 1597, 2584, 4181,

[2] x2 = x+ 1を満たす 2つの実数 x = α, βは

α := , β :=
1−

√
5

2

であり，特に，比 1 : α≒ 1 : (小数点以下 2桁まで記入) は黄金比と呼ばれている．

[3] 0以上の整数 n ∈ N ∪ {0}に対して，nの階乗 n!は以下で定義される：
0! := ,

n! := , (n ∈ N)

[4] 0以上の整数 n ∈ N ∪ {0}と 0 ≤ k ≤ nに対して，(
n

k

)
:=

n!

k! (n− k)!

を二項係数という．いわゆる二項定理とは，自然数 n ∈ Nに対して，

(x+ y)n =
n∑

k=0

(
n

k

)
xn−kyk

が成り立つことであり，例えば，

(x+ y)4 = ,

(x+ y)5 =

となる．また，二項定理の応用として，以下の等式が得られる．

n∑
k=0

(
n

k

)
= ,

n∑
k=0

(−1)k
(
n

k

)
= .


